
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

 【目標・ねらい】 

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

１．オペラを通じての地域活性化活動 

今年度と同様に、「オペラ鑑賞講座」、「アウトリーチコンサート」、「ワークショップ」、「高校

生との衣装協同制作」を継続実施するが、今後は活動対象を、「より広域（諏訪地域全体）」、

および「より広い世代（子供/学生～年配者まで）」を考慮して展開する。 

２．オペラ本公演 

 来年度は第８回として演目『こうもり』を開催予定であるが、新たに子育て世代を対象に親子

で鑑賞できる「０歳からのオペラ『魔法の笛』」を企画し、オペラファンの世代拡大を図る。 

（諏訪地域） 

令和６年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み 
 

 

※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

事業名 オペラを通じての地域活性化活動、および「すわびとオペラ旅」本公演 

事業主体 

（連絡先） 

すわびとオペラ 

 

事業区分 (3)教育および文化の振興に関する事業 

(8)その他地域の元気を生み出す地域づくりに資する事業 

事業タイプ ソフト 

総事業費  2,020,099 円（うち支援金：935,000 円） 

【公演ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ/公演の様子】 

・総合芸術であるオペラを地域住民

にとって身近に接することができ

る環境を整備し、諏訪地域の芸術文

化活動の継承・活性化に貢献する。 

※自己評価【A】 

【理由】 

舞台衣装は、高校生はじめ地域住

民が主体的に楽しみながら制作い

ただいた結果、他公演への貸出要

請があるほど優れた出来栄えとな

った。また、当初計画にはなかっ

たが、市民音楽祭時に衣装展示会

を開催することで、多くの地域住

民に、オペラに関して興味を持っ

てもらうことができた。 

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目

毎に記載すること。 

１．オペラを通じての地域活性化活動 

 オペラ鑑賞講座開催・アウトリーチコンサート開催、

舞台背景・衣装制作協同作業等の場を設定すること

で、オペラは「観る」側だけではなく、「作る」側と

しても、身近で楽しいことを子供・学生から年配まで

多くの地域住民に、より理解いただけた。 

２．オペラ本公演 

 プロソリストによる高品質な演奏会を地元にて開催

し、地域のオペラファン拡大を図るとともに、次年度

以降の事業活動継続にも資することができた。 

１． オペラを通じての地域活性化活動 

(1) オペラの楽しみ方・鑑賞講座の開催（7 月 28 日） 

(2) アウトリーチコンサート等の開催 

① 歌い継ごう！日本の歌への出演（7 月 7 日） 

② 車座アウトリーチコンサート（11 月 2 日） 

③ 岡谷市市民音楽祭への出演（11 月 3 日） 

(3) 舞台背景制作ワークショップの開催（7 月 13 日） 

  未就学児から年配の方々まで参加 

(4) 地元高校生との舞台衣装制作（5～8 月） 

２．オペラ本公演（第 7 回公演 すわびとオペラ旅） 

8 月 11 日 カノラ小ホール 

演目「支配人」「道化師」 

 


